
実習① 尿検査（Atellica LumlQ 尿化学分析装置）

POCTでは、測定機器の操作だけでなく、検体・試薬の適切な取り扱いや結果に含まれる患者情報を

認識し、上位システムとの紐付け、データ管理まで含めた運用が重要です。

本実習では、小型尿検査機器を用いて尿定性、A/C比、P/C比およびhCG検査を実際に測定します。

さらに、測定結果の印字や電子カルテ・POCT管理システムへのデータ連携を確認し、測定から結果報告

までの一連の流れを体験します。

実機を通じて、POCTを適切かつ効率的に運用するために必要な機器管理とデータマネジメント

のポイントを学びます。

実習方法

メモ

実習製品 概要

1. Atellica LumlQ の装置概要
・測定項目・測定時間
・試薬／検体の取り扱い
・結果表示・印字
2. 測定時に注意すべきポイント

装置概要解説

1. 尿検体を用いた測定操作
（ A/C比・P/C比測定、hCG試薬による測定）

2. 「POCプラクティカル」での結果確認測定・運用実習

1. 測定結果に影響する検体・操作上の注意点
2. POCT機器のデータ連携・集中管理
3. POCTコーディネーターによる運用管理のポイント

解説

Atellica LumlQ 尿化学分析装置実習装置

尿一般定性、A/C比、P/C比、hCG定性測定項目

反射測光法測定原理

尿定性 1分、
hCG定性 陰性5分

測定時間

Wi-Fi接続対応・有線LAN接続対応通信環境

シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティックス（株）販売元

実習概要



実習➁ イムノキャッチ® －肺炎球菌／レジオネラ、ディップスティック’栄研’シリーズ

『イムノキャッチ® －肺炎球菌／レジオネラ』は、付属のスポイトで尿を滴下するだけの簡便な1ステップ
操作により、反応時間15分で検体中の肺炎球菌莢膜抗原およびレジオネラ・ニューモフィラ血清型1LPS
抗原の2項目を同時に検出するイムノクロマトキットである。
『ディップスティック ‘栄研’ロタ』および『ディップスティック ‘栄研’アデノ』は、金コロイドを用いたスティック
タイプのイムノクロマトキットである。糞便を懸濁した検体抽出液にテストスティックを浸すだけの簡便操作
でそれぞれ15分間で糞便中のロタウイルス抗原、アデノウイルス抗原を検出できる。

今回の実習では、各製品の説明と共にイムノキャッチ® －肺炎球菌／レジオネラを用いて検査キット
の測定方法を学習する。

実習方法

メモ

実習製品 概要

1. 各製品の特徴・使用方法の説明
2. 各キット構成の説明

製品概要解説

～測定ではイムノキャッチ® －肺炎球菌／レジオネラを使用～
1. 疑似試料の滴下(測定)
2. 結果の確認測定・運用実習

1. 各検査項目の解説
2. よくあるご質問

解説

イムノキャッチ® －肺炎球菌／レジオネラ実習製品

肺炎球菌莢膜抗原
レジオネラニューモフィラ血清型1LPS抗原

測定項目

イムノクロマトグラフィー法測定原理

15分測定時間

室温使用環境

栄研化学株式会社販売元

実習概要



実習③ 尿中アルブミン／クレアチニン比

実習方法

メモ

実習製品 概要

1. 装置・試薬の概要について
2. 使用方法について
3. 尿中A/C比について

概要説明

1. 試薬使用時の注意点
2. 実際の操作方法
3. 結果の確認方法

測定に関する詳細説明

1. 試験紙の取扱い
2. 測定操作
3. 結果確認

測定実習

半自動尿分析装置 オーション イダテン AE-4070
小型尿分析装置 ポケットケムUA PU-4010

実習装置

ユリフレットS 11UA
オーションスティックス10PA
オーションスクリーン マイクロアルブミン/クレアチニン

実習試薬

GLU, ALB, PRO, BIL, URO, pH, BLD, KET, CRE,
NIT, LEU, A/C比, P/C比

測定項目

2波長反射測光法（BLD項目のみ1波長）測定原理

AE-4070：514検体/時間
PU-4010：最大50測定/時間

処理速度

温度：10～30℃
湿度：30～60% RH（非結露）

測定環境
条件

株式会社アークレイ ファクトリー製造販売元

アークレイ株式会社販売元

実習概要

近年、糖尿病や高血圧症をはじめとする慢性疾患の診療において、慢性腎臓病（CKD）の早期発見・早期介
入の重要性がますます高まっている。なかでも尿中アルブミン／クレアチニン比（A/C比）は、腎障害の早期評

価を支える有用な指標として注目されており、日常診療のなかで迅速かつ継続的に評価することが求められ
ている。POCT機器を用いた尿中A/C比測定は、採尿後すみやかに結果を確認できるため、診察当日の臨床

判断や生活指導、治療方針の決定を支援する。特に、十分な検査設備を有しない医療機関や外来診療の現
場において、簡便な操作で信頼性の高い検査情報を提供できることは大きな利点である。本プログラムでは、
尿中A/C比の臨床的意義をあらためて確認するとともに、POCT機器を活用した測定・運用方法について、実
践的に学習する。

実習で使用する機器・試薬

オーションイダテン
AE-4070

ポケットケムUA
PU-4010

ユリフレットS 11UA オーションスクリーン
マイクロアルブミン/クレアチニン



実習④ 尿中薬物スクリーニング検査（シグニファイTMER）

実習方法

メモ

実習製品 概要

）

1. シグニファイTM ERの概要説明
• 検出対象薬物の解説
• 測定原理（イムノクロマトグラフ法）
• 操作・判定方法の説明

製品概要解説

1. 事前準備
2. 検体（疑似検体）添加方法の実習
3. 結果の判定実習
4. 使用・判定の注意事項

測定・運用実習

1. 薬物中毒診療におけるスクリーニング検査の位置付けと確認検
査（GC/MS、LC-MS/MS）の必要性

2. スクリーニング検査の限界と偽陽性・偽陰性の注意点
3. 体外診断用医薬品の推奨と重要性

解説

シグニファイ ER製品名

AMP（アンフェタミン類）／BAR（バルビ
ツール酸類）／BZO（ベンゾジアゼピン
類）／COC（コカイン系麻薬）／THC（大
麻）／MDMA（メチレンジオキシメタン
フェタミン類）／OPI（モルヒネ系麻薬）／
OXY（オキシコドン類）／PCP（フェンシク
リジン類）／PPX（プロポキシフェン類）／
TCA（三環系抗うつ剤）

測定項目

イムノクロマトグラフ法（競合法）測定原理

約5分測定時間

室温（15-30℃）使用環境

シスメックス株式会社販売元

実習概要

近年、救急医療現場では薬物中毒患者への迅速な対応が求められており、原因薬物の早期
把握は適切な診断・治療方針の決定に有用である。
シグニファイ ERは、尿中の11種類の乱用薬物およびその主要代謝産物を約5分でスクリーニ
ング検査ができる体外診断用医薬品である。

本実習では、シグニファイ ERを用いた尿中薬物スクリーニング検査について、測定原理、操

作方法および結果判定方法を学習する。また、救急医療における薬物スクリーニング検査の位
置付けや確認検査の必要性について理解を深める。



実習⑤ 尿定性検査 （US-1300）

実習方法

実習製品 概要

１．装置概要の解説

（１）分析の準備（電源・試験紙廃棄トレイ）
（２）画面の表示（メニュー画面、測定結果画面）
（３）装置概要（簡易モード・詳細モード）

装置概要解説

１．コントロール試料を使用した測定手技の実習

２．測定結果の確認（画面表示・印刷物の解説）
測定・運用実習

１．尿定性検査結果に関する解説

装置判定と目視判定の留意点

２．偽反応に関する注意点
解説

尿自動分析装置 US-1300実習装置

ウロビリノーゲン、潜血、蛋白質、ブドウ糖、ケトン体、
ビリルビン、亜硝酸塩、比重、白血球、pH、アルブミ
ン、クレアチニン
（演算項目：蛋白質/クレアチニン比、アルブミン/ク
レアチニン比）

測定項目

カラーCMOSセンサーによる多波長反射測光測定原理

60秒反応時間

温度：15 ℃～30 ℃、湿度：20～80 %RH以下
(結露ないこと)

使用環境

栄研化学株式会社販売元

実習概要

尿検査は検体の採取が容易であり、代表的な無侵襲検査である。尿試験紙法は、試験紙を尿に浸すだけで
幅広い診断情報が得られることから、簡便で迅速に実施できるためスクリーニング検査として広く実施されて
いる。尿試験紙は対象物質の検出に必要な試薬をろ紙にしみ込ませただけの単純な構造であり、化学反応を
原理としたものが多い。簡便である一方で偽陰性や偽陽性、異常発色といった偽反応が非常に多い検査でも
ある。そのため尿試験紙の特性と反応原理を十分理解したうえで使用し、偽反応を見極めて正しい結果を報
告することが必要である。

近年では、試験紙の呈色を光学的に測定する自動分析装置が普及しており、検体のサンプリングから自動
で行う全自動型と試験紙の色調変化のみ測定する半自動型に分類される。

今回、健診バスや救命救急等の現場へ持ち運び可能なUS-1300を使用し、基本操作方法を学習する。



実習⑥ 乱用薬物検出キット （トリアージTMメータープロ）

乱用薬物検査は、救急外来や精神科救急において、意識障害、不穏状態、興奮、けいれん、原因不明
の中毒症状などを呈する患者の評価時に、薬物使用の可能性を把握するためのスクリーニング検査とし
て広く利用されています。また、依存症診療や薬物関連事象の調査などにおいても参考情報として活用
されています。さらに、医療機関以外では司法・法医学分野において、薬毒物検査の初期スクリーニング
や薬物関連事案の検討に用いられることがあります。トリアージテスト Tox Drug Screenでは、尿検体を
用いて複数薬物を迅速かつ簡便に自動判定で検出できる検査です。
本セミナーでは測定原理、結果判定の考え方、交差反応や偽陽性・偽陰性など検査の限界について理解
を深め、適切な検査運用について学びます。
*トリアージテスト Tox Drug Screenは、研究用試薬です

実習方法

メモ

実習製品 概要

1. 装置概要の解説
• 結果表示方法（画面表示・印刷）
• 電源（AC電源・単三乾電池4本）
• 装置概要（単回測定・複数検体連続測定）

装置概要解説

1. 装置精度管理の実施（1回/日）
2. 議事検体を使用した測定手技の実習
バッチ処理による複数測定

3. 結果の確認（画面表示・印刷物・転送の解説）

測定・運用実習

1. 乱用薬物測定系に関する解説
2. 本装置の精度管理手法の解説
3. 通信機能（結果送信）の解説

解説

トリアージTM メータープロ実習装置

トリアージテストTox Drug Screen；94600試薬等

覚醒剤、コカイン、マリファナ、アヘン、
ベンゾジアゼピン系、バルビツール酸系、
メサドン、三環系抗うつ剤

測定項目

蛍光発光免疫測定法測定原理

約15分測定時間

温度：15-30℃/湿度：10-85%使用環境

オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス（株）販売元

実習概要



実習⑦ ヘリコバクターピロリ抗原キット（クイックナビ ‐H.ピロリ）

便中抗原測定法は胃粘膜全体の評価が可能であり、国内外のガイドラインで非侵襲的な検査法として
推奨され、H. pylori の感染診断のみならず、除菌判定にも有用な検査法とされている。

「H. pylori 感染の診断と治療のガイドライン2024年改訂版」 1)では、従来、感染診断で必要とされていた
PPI等の休薬が不要となった。

今回、臨床現場で運用可能なイムノクロマト法（定性）の抗原検出試薬である「クイックナビ ‐H.ピロリ」
について実習する。

実習方法

メモ

実習製品 概要

1)日本へリコバクター学会： 「H. pylori 感染の診断と治療のガイドライン2024年改訂版」

試薬および別売品の説明
・ テストデバイス
・ クイックナビ ‐H.ピロリ 採便容器

┗ クイックナビ検体浮遊液（糞便用）
┗ 付属品（採便シート、使用説明書、検体提出用袋）

試薬概要解説

• 採便容器の説明・扱い方
• 陽性コントロールを用いた結果判定
• 使用上の注意点

測定・運用実習

• ヘリコバクター・ピロリに関する解説
• 本キットの特長、操作・判定
• 便検体のピットフォール

解説

クイックナビTM‐H.ピロリ実習試薬

ヘリコバクター・ピロリ抗原測定項目

イムノクロマト法測定原理

滴加後～8分測定時間

15～30℃使用温度

デンカ株式会社製造販売元

実習概要

テストデバイス
(10回用)

採便容器
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